
 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

      

  

   

 

 

『外科用 X線透視装置の導入について』 
中央放射線部長 津田 岩雄    

◇11月下旬導入予定  

吉備高原医療リハビリテーションセンターに最新鋭外科用 X線透視装置が導入されます。 
当センターでは、このたび外科用 X線透視装置の更新を行い、より高性能な富士フィルム社製 

「COREVISION SD」を導入いたしました。 

「COREVISION SD」は、手術中に患者内部の骨、臓器、血管などの状況を、正確に、素早く画像として 

描出するオールインワンデザインの移動式 X線動画システムです。 

 

  
  

   

   

   

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

 

 

 

当センターの理念 

リハビリテーション医療の技術を通じ、身体

障害者（主に肢体障害者）のＱＯＬ（生活の

質の向上）に奉仕する。 
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20.5×20.5cmスクエアフラットパネル                                                                              

手足の骨部などの撮影に適した、コンパクトなスクエア型パネルを搭載。   

四隅にわたり、ゆがみがなく、骨部と軟部組織のコントラストなどに優れた画像を得られます。     
 
 

 

  

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

 

 

 

◇下記のような処理を行うことにより、低線量・高画質を実現しています 
 

  
  

   
   
   
   
   
   
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◇下図のように、今までの I.I.のシステムではエアーを含む部位はハレーションで見えなくなっ 

ていましたが、当システムでは被ばく線量を落としても、確認することが出来るようになります。 
 

  
 

  
  

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

   

 
 

今回、この「COREVISION SD」を導入することで、患者様の手術中の被ばく線量も半分以下 

になります。 

手術中の被ばく線量を落とし、なおかつ画質をアップすることにより、より安心して手術を受 

けていただける環境が整ったと思っております。   
 
 

   



また、当センター中央放射線部では、骨密度測定装置での全身体組成計測、 

CT装置での内臓脂肪計測等が可能になりました。 
 

  
  

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
◎ 内臓脂肪、皮下脂肪を２Dで 

 

 

 

骨面積 

 

骨塩量 

 

骨密度 

 

脂肪量 

 

除脂肪量 

 

脂肪率 

 

等の測定がで 

きます。 

全身の体組成の測定ができます 

内臓脂肪の測定ができます 

 

 ◎ 内臓脂肪、皮下脂肪を２Dで          ◎ 内臓脂肪、皮下脂肪を３Dで 



 

同じ肥満でも、脂肪がどの部分に蓄積するかによって種類が分かれ、それぞれ違った特徴があります。 

"肥満は万病のもと"という言葉がありますが、近年の研究から、肥満による病気の発症には、「肥満の 

程度」より「脂肪の蓄積する部位」が重要であることが明らかになってきました。 特に「内臓脂肪の蓄積」 

が糖尿病、高脂血症（脂質異常症）、高血圧症など生活習慣病の発症や、動脈硬化性疾患に深く関係 

していることがわかってきました。 

内臓脂肪の増大はウエスト周囲径（腹囲）の増減に反映され、男性で８５㎝以上、女性で９０㎝以上あ 

れば内臓脂肪型肥満が疑われます。男性に比べ女性の腹囲のほうが大きく設定されていますが、男女 

ともに同じ量の内臓脂肪が蓄積していた場合、女性のほうが腹部の皮下脂肪が多いことが考慮された 

ためです。ＢＭＩ、体脂肪率は、肥満の度合いを知る為の簡便な方法ではありますが、必ずしも内臓脂肪 

量を正確に反映しているとは言えません。 

内臓脂肪量の正確な測定法としてはＣＴがもっとも適していると思われます。 

骨密度撮影装置の体組成と合わせて参考にしていただけると、ありがたく思います。 

当センターでは上記のデータを即日お渡しできるよう努力しております。 

  
 

 

 

 

 
また、年度末までに CR装置に代わり、フラットパネル装置の導入も決定しております。 

 一般撮影においても、より一層の被ばく低減が可能になります。  

機械等の更新だけではなく、常日頃から他の労災病院とも連携しつつ入射表面線量の ガイド 

ラインを参考にしながら当センター・中央放射線部では患者様、術者の被ばく低減に 努めて 

おります。  これからも当センター中央放射線部では、すべての検査の高画質、低被ばくを  

目指していきますので、よろしくお願い致します。  
 

 

 



 

外来担当表（平成３０年１１月１日現在） 

 
受付時間 午前８時１５分～午前１１時３０分まで 

              月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午 

前 

 

 

内 科 １診 津 曲 津 曲 津 曲 津 曲 宮 地 

内 科 ２診  山 田 福 見 瀧 川 南 

内 科 ３診     村 上 

神 経 内 科 藤 原        

整形外科１診 茂 山 德 弘 茂 山 茂 山 濱 田 

整形外科２診 濱 田   濱 田 村 岡 

リ  ハ  科 岩 井 池 田 古 澤 池 田 池 田 

泌 尿 器 科 国立医師      岡大医師 

皮 膚 科 
（完全予約制） 

受付時間８：１５～１１：００） 

 国立医師    

歯       科 合 田 合 田 合 田 合 田 合 田 

 

午 

後 

内       科 津 曲  津 曲 小 池  津 曲 

特 殊 外 来 
筋電図 

濱 田   
     

せき損外来 

古 澤  

神 経 内 科 藤 原        

泌 尿 器 科        岡大医師 

歯    科 合 田 合 田 合 田 合 田 合 田 

都合により診療日が変更となる場合があります。 

 

 

当センターでは、医療や福祉の医療機関と密接な連携を図り、患者様に適切かつよりよい医

療サービスが提供できるように「地域医療連携室」を設置しております。 

 

                            

紹介患者様に関すること、病院受診について当院に関するお問い合わせなどございましたら、

どうぞお気軽にお申し付けください 

地域医療連携室の連絡先・業務時間等は以下の通りです。   

 TEL： 0866-56-7046      FAX： 0866-56-7148   

E-mail ：soudan@kibirihah.johas.go.jp  

月曜日～金曜日 8:30～17:00（祝祭日・年末年始を除く） 

                                                                                         

ダー 

吉備高原医療リハビリテーションセンター  広報委員会発行 

〒716-1241 岡山県加賀郡吉備中央町吉川 7511                                                                                                                     

TEL： 0866-56-7141      FAX： 0866-56-7772       発行担当者 原田（内線 126） 
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 「高原の虹」のバックナンバーやその他お知らせについては、ホームページでご覧ください。 
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